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　都心の公園などでも見られるカワセミですが、過去

には 幻の鳥”となっていた時期がありました。戦後の経

済復興にともなう土地開発などにより環境破壊が進ん

だ1970年頃、カワセミの生息域は八王子より西の奥多

摩あたりまで後退していたのです。その後、1980年代に

また都心方向への復活が見られるようになりました。

渋谷区にある明治神宮の調査では、1964年以降カワセミは

ほとんど見られなくなりましたが、1990年以降年間を通して、

再び確認されるようになりました。

東京における
カワセミの生息動向

迎賓館カワセミ

）3102 博内川、夫紀澤柳（ 類鳥の宮神治明

明治神宮でのカワセミの変遷

1988年4月8日、東京ではサクラが満開の時に大雪が降り、自然教

育園の桜は雪の重みで枝が折れ、大きな被害を受けました。園職

員が翌日、トラックに折れた枝を乗せて残材焼却用の穴に向かう

と、穴の中から”空色の小さなもの”がスーッと飛び去りました。

「まさか！カワセミ？？」当時、都心でカワセミはほとんど見ら

れない幻の鳥です。恐る恐る赤土の壁を見ると、直径７㎝ほどの

丸い巣穴がありました。

ここから、カワセミ観察が始まったのです。

　幻の鳥カワセミ発見！

　　　　自然教育園でのカワセミ観察スタート！
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東京都のカワセミの後退図、復活図

参考文献  :　松田道生. 1971,減少する東京のカワセミ,野鳥 . p300 - 305. 
　　　　 　  金子凱彦.  1989,  帰ってきた東京のカワセミ,野鳥 . p 21.
　　　　 　  柳澤紀夫・川内博. 2013,明治神宮の鳥類　第2報 ,鎮座百年記念第二次明治神宮境内総合調査報告書.p166 -221.
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カワセミの復活図 (金子、1989）
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カワセミの後退図 (松田、1971）
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自然教育園では、1988年から1990年までは、観察用ブラインドの中から、肉眼、もしくは双眼

鏡を使ってカワセミの繁殖を観察しました。

1990年に繁殖地の池の止まり木を観察できる場所に、専用の観察小屋「迎賓館カワセミ

（旧館）」を建設。1993年からはビデオ機器も導入し、確実に記録を取り続けることができるよう

になりました。

1995年には、「迎賓館カワセミ新館」を建設。新館からは止まり木と巣穴を同じ画面の中に

撮影することができるようになりました。さらに1997年には監視カメラを導入し、記録のため

の操作が非常に簡単になりました。

この迎賓館では、巣作り、求愛給餌、交尾、産卵・抱卵から育雛、雛たちの巣立ちまで、カワセ

ミの繁殖についての観察調査を行い、多くの貴重なデータを取ることができました。

⬇

△迎賓館カワセミ旧館の内部とビデオカメラ

△撮影した映像を解析

△迎賓館カワセミ新館の内部と監視カメラ

△繁殖地の池と迎賓館カワセミ新館（左）と旧館（右）

⬇

1993年 ~ 1996年

1997年 ~
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　カワセミの繁殖期は毎年春、それまでおたがいのテリトリーに入ることのなかったオスとメ

スの2羽が、徐々に距離を縮め、ペアとなることから始まります。

　繁殖期のペアの行動の流れは、子育てのための巣穴作り、オスからメスへの求愛給餌などを

経て、交尾、産卵、抱卵と続きます。

　卵から雛がかえると、初めの10日間ほどは親が雛を温めます。また、巣の雛たちへの給餌は、

巣立ち後もしばらく行われ、親は魚を捕って与えるなど、ひとり立ちまでサポートします。

2000年の繁殖期の記録
2000年は、6月10日にメス親、6月17日にオス親と両親ともに失踪したため、
6月18日に産室から7羽の雛を救出しました。その後保護飼育を行い、7月15日
に４羽、7月30日に3羽の合計7羽を自然教育園に放鳥しました。

！
ポイント
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　ペアとなったオスとメスが子育てのために最初に行う共同作業が巣穴作りです。カワセミ

の巣は横穴で、３月ごろ水辺のしっかりとした土の壁に作られます。

　通常はまずオスが巣穴を掘り始めます。くちばしをツルハシのように使って、何度も

かたい土の壁にアタックします。トンネル掘りで出た土は３本の
あしゆび

趾（鳥類の足の指）が

くっついた
ごうしそく    

合趾足でジョレンのように掻き出します。こうしてほぼ完成した段階で、メ

スがやってきて巣内をきれいに整えます。カワセミのくちばしや足は巣穴掘りにとても役立

つ形をしているのです。

ー

くちばしは、ツルハシの役割 三本の趾がくっついた合趾足は、ジョレンの働き

ツルハシ
固い地面など

を砕く

ジョレン
土などをかき寄せる

巣穴掘りの時期のオスとメスそれぞれの繁殖地滞在時

穴から出てくるカワセミ。頭から出てきたのは産室
成した証拠。

時間間間間間間間間間間間間間間間間間間間

△巣穴
が完成がががががががががががががが

土へのアタック総数は、
オス1048 回、メス780 回でした！
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　巣穴作りが終わって子育ての準備が整うと、オスはメスに対して魚などをプレゼントする

「求愛給餌」を行います。このとき、オスはメスが食べやすいように、魚の場合はヒレやウロコ

が口にひっかからないように頭から、スジエビやザリガニなどは、はさみや足がひっかから

ないように、しっぽを前にして渡します。これは雛に給餌する時も同様です。

　オスの求愛給餌をメスが受けると交尾行動が見られますが、餌を受けとったのに交尾を断

られる場合もあります。

　1995年の調査では、自然教育園のカワセミの求愛期には、プレゼントをしたりしなかった

り、交尾ができたり拒否されたりと、様々な求愛給餌と交尾行動が見られました。求愛期のこ

のような行動は、多い年だと1993年は133回、2000年は186回も観察されています。

ーー

ーー

◁求愛給餌
（左メス・右オス）

魚は頭を前にし

て餌をプレゼン

トする

△交尾

〇
持ってきた餌を
そのまま持ち去る

●
持ってきた餌をメスに
プレゼントする

◉
持ってきた餌を

オスが自分で食べる

19
（時間）（時間）

▲
餌を持たないで
飛んで来る

■　交尾成功
　　   交尾拒否される

➡ ➡

▽求愛給餌が成功したオ
スは一様に胸張りポーズを

見せます

１

２ ３
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　一度の繁殖におけるカワセミの産卵数は、5～7個。卵はオスとメスがそれぞれ交代で抱

いて温めます。産卵→抱卵→孵化→抱雛・育雛→巣立ちまでにかかる日数は、一般に約41日

間程度といわれています。

　自然教育園の観察記録では、そのうち抱卵期は約19日間、時間は約430時間です。夜間は

必ずメスが抱卵し、朝5時頃オスが交代というサイクルで、基本的には1日6交代制でした。

△卵の大きさは長径約22mm、短径

約18ｍｍくらいで形は丸く、色は白

色で斑はありません。

写真提供：（公財）東京動物園協会

！
ポイント

メスオス （時間）

1995年・2000年・2016年の抱卵の総時間（オスとメスの割合）卵の総時間（オスとメスの割合）
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　カワセミの雛は、孵化してすぐには目は見えず、羽毛も生えそろっていません。親は孵化し

たばかりの雛には1cmに満たない小さな魚を運び、雛の成長とともに大きな魚を運ぶように

なります。餌の種類は、初めはモツゴなどの魚類のみで、後半になるとザリガニも多くなりま

す。親は巣立ちの日まで雛に給餌を行い、面倒をみます。

　自然教育園では、カワセミの親が雛に餌を多く運ぶ時間帯は、

早朝４時台と夕方18時台であることが分かりました。さらに、1994

年の第1回目の育雛期には、1364匹もの餌を雛に運んでいました。

　雛に給餌した餌の総個体数については、

1994年（第1回目）、2008年、2016年の3年間

は、漏れのない完璧な記録が取れました。こ

れによるとカワセミは雛1羽あたり200～

240匹給餌したことがわかります。

４時台と18 時台の実際の給餌回数は 20 回程度
でした。これらの時間帯のみ調査時間が 20 分前
後と短いため、他の時間帯と同じように１時間あ
たりに換算してみると、なんと約 70 回もの給餌回
数になりました。

モツゴ ザリガニ 金魚類クロダハゼ

雛に給餌した

ク ロ ダ ハ ゼ
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にべとみのすけ
仁部富之助氏の調査によると、孵化14～15日目で雛の体重は47～52gになるといいます。

親の体重は35gなのでこれはかなり重めです。

　そこで親が行うのが、巣立ちの2～3日前に雛への給餌回数を急激に減らす「ダイエット作

戦」です。ほとんどの雛が減量開始から4日目の朝（孵化後24日目）に、巣立つことが多いこと

が分かりました。

減量している期間

参考文献 :　仁部富之助. 1951,全集野鳥の生態.  p167 - 195. 　

減
量
開
始
！
☞

減
量

（月日）

！
ポイント

△アオダイショウ

Topics



0 9

　自然教育園の雛の巣立ちの時間帯は、5:01~5:30が最も多くなっていました。前の時間帯

4:31~5:00とあわせると全体の７割を占め、巣立ちは早朝に集中していることが分かります。

さらに、午前９時までにほぼ完了していました。これは、ヘビなどの天敵が活発に動き出す前

に巣立ちを無事に終えるための作戦と考えられます。

巣立ちの時間帯別個体数

※巣立ちはふつう１日で完了しますが、2008 年は２日間かかり、１羽目が 5月 25 日、２羽目
以降は 5月 26 日に巣立ちました。
括弧内の数字は、２日目の巣立ちにかかった所要時間を示しています。

➡
☜

やった！

餌

親雛

餌

まって～

雛は餌につられて

親の後を追う。

１１

２

３３

Topics



1 0

　2000年、自然教育園で子育て中のカワセミの親がオス、メスとも

失踪してしまうという大事件が起こりました。この時巣穴内に残され

た7羽の雛たちは、巣穴入口からではなく、産室の上部から穴を掘り

出し、救出されました。

　その後、掘った穴を利用し、産室内の雛の行動を撮影するという計

画をたて、巣穴の上部に赤外線ランプと監視カメラを設置しました。

　2008年にはカワセミが撮影機材を設置した巣穴で繁殖し、産室内の撮影・観察を行いまし

た。産室にはペリットが敷かれ、そこで7羽の雛が確認できました。糞は巣穴入口に向かって

勢いよく飛ばすので産室の中はきれいに保たれていました。雛たちの羽は赤土の巣穴の中

で羽がすり切れてしまわないよう、1本1本に
うしょう

羽鞘がついていました。巣立ちに近づくとこの羽
鞘はすべて落ち、美しいコバルトブルーの羽色に変身し、巣立っていくのです。

◁監視カメラと

赤外線ランプ

◁産室内の羽鞘のついた7羽の雛。写真は繁殖後期で、餌はザリガニが多く、

茶色のペリットが敷き詰められている。

△産室の上部から穴を掘って雛を救出する

　　　　　　　　　　　　　　　（2000 年）

監視カメラ

ブロック

撮影：越川耕一 撮影：越川耕一

監視
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　産室内の雛たちの様子を監視カメラで撮影していると、給餌の時の行動に規則性がある

ことが分かりました。

　カワセミの雛は産室内では団子のように固まっていますが、よく見ると入口に近い先頭の

1羽の雛が一歩先に出ているのです。親が餌を運んでくると、この先頭の雛が餌をもらいま

す。餌を食べた雛はトンネルの入口に尻を向け水っぽい糞をします。そして狭い産室内を移

動し、集団の最後尾に並ぶのです。

　カワセミの雛がこれほどお行儀よく食事をしているとは職員の誰もが思ってもいませんで

した。当時、地面から70～80㎝も奥の産室で生活しているカワセミの雛の行動はほとんど明

らかにされていなかったため、非常に貴重な記録となりました。

△ツバメの親から雛への給餌の様子 撮影：川内博

Topics

Topics
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△「カワセミの子育て生中継」のギャラリートークの様子

　1988年からスタートした自然教育園でのカワセミの繁殖観察記録は28年間に及びました。

その大きな成果をまとめると次のようになります。

　この間には、来園者の方々に自然教育園でのカワセ

ミの繁殖の様子を伝える「繁殖地見学会」や、「カワセミ

の子育て生中継」といったイベントも行われました。

　「カワセミの子育て生中継」は4回実施されましたが

産室内の雛の行動の映像を撮ることができた2008年

は、来園者の皆さんも特に感動されていました。この生

中継はその後の企画展「オオタカの子育て」などにつ

ながる試みとなっています。

繁殖時におけるカワセミの親（オス・メス）の行動、役割分担が分かった

親が雛に与える餌の回数や内容などが分かった

育雛中の巣穴内の雛の食事の様子を観察することができた

自然教育園では28年間に14回繁殖し、少なくとも56羽の雛*が巣立った
＊これ以外に、観察できなかった早朝に巣立った雛が10羽程度いたと考えられます。

これは、

自然教育園で

行われた、

カワセミ研究

のほんの一部

です！

※※

※A～Kは巣穴の記号。（ ）内は、巣穴の深さ
※※1995年の（ ）内は、アオダイショウに呑まれて巣立つことができなかった雛の数

－

－

－

－

－

－

－

－

－ －

－

－

A~Kまで 11 個の巣穴を使用

巣立った雛の数※

※※

※

Ａ

オス・メス失踪
18日目雛救出  保護飼育
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同時開
催会

期
[ 迎賓館カワセミ新館]

2023 2024

11.17 - 1.28



本作は、2023年11月17日～2024年1月28日の期間、

国立科学博物館附属自然教育園にて開催された

企画展「自然教育園のカワセミ-カワセミ観察小屋から-」の

展示パネルをデータ化したものです


